
 事業開発本部長の森です。

 本日のプレゼンでは、西九州新幹線開業を迎えた長崎エリアのまちづくりについて、お話し
します。



 これまでJR九州グループは、九州各地、博多だけでなく、鹿児島や大分、最近では宮崎、熊本
などでまちづくりを展開してきました。

 我々のまちづくりの方針は、「住みたい、働きたい、訪れたい」まちづくりです。

 MJRやRJRのブランドにより分譲・賃貸マンションを開発して、九州内外でのブランド競争力
を高めてきました。

 また、ターミナル駅での商業施設、ホテルの開発により、沿線住民だけでなく、インバウンド
を含めた観光客の誘引力を増してきました。

 更に、博多、宮崎、熊本においてターミナル駅隣接のオフィスビルを開発することにより、職
住近接のまちをつくってまいりました。



 こうしたまちづくりの現在の主たるターゲットを長崎エリアにおいています。まず、皆さまに
、その長崎エリアの概況をご説明します。

 面積としては九州で下から２番目の長崎ですが、人口は約１３０万人と九州７県の中ではちょ
うど真ん中。

 しかし、注目していただきたいのが、人口増減率です。５％弱の減少と九州で最も減少率が大
きくなっています。

 更に、人口の推移をみても、長崎県、長崎市ともに全国に先行して人口減少が進行しています
。



 こうした長崎ですが、ターミナル駅である長崎駅周辺は、変化が現在進行中です。



 2009年とその10年後、2019年の長崎駅周辺の航空写真です。

 写真の手前側に長崎県庁が移転し、写真の中央には新しい長崎駅が出来上がりつつある状況が
ご覧いただけます。



 ここから（2019年）から更に変化します。

 2020年に長崎警察署が移転、2021年にMICE施設である「出島メッセ長崎」が開業、そして
2022年9月23日に西九州新幹線が開業しました。

 2024年にはサッカースタジアムやアリーナ、ホテル、商業施設を備える「長崎スタジアムシ
ティ」が開業を予定しています。

 この開発が進むエリアの中心に開業するのが「新長崎駅ビル」です。



 その新長崎駅ビルですが、開業は2023年秋を予定しています。

 この開発においても、私たちJR九州グループは「住みたい、働きたい、訪れたい」を目指して
います。



 新長崎駅ビルは商業、ホテル、オフィスを備えた長崎の新たなランドマークとなる複合施設
です。

 周辺と調和するデザインとし、レンガなど長崎らしい素材を採用します。

 また、地域の皆さまの憩いの場、賑わいの拠点として、大きな広場も設置していきます。



 まず商業部分についてご説明します。

 新長崎駅ビルの1～4階と5階の一部にあたるのが商業部分です。

 都市型志向の方、ファミリー、観光客、ビジネス、オフィスワーカーそして学生が、一人でも
、誰とでも、楽しめる商業施設を目指し、リーシングを進めております。

 既存の駅ビルであるアミュプラザは残りますので、そことデッキで繋がり、既存のアミュプラ
ザと新駅ビルの回遊性を高め、相乗効果を生み出していきます。

 リーシングは非常に順調で、テナントの皆さまからも大きな期待を寄せられています。



 次に新長崎駅ビルの7～13階にあたるホテルです。

 JR九州グループとして初めてとなるインターナショナルブランドとして、「長崎マリオットホ
テル」を開業します。

 スイートルーム、バルコニー付タイプを含む約200室の客室で、オールデイダイニングレスト
ラン、ロビーラウンジ、フィットネスジムをはじめとした魅力的な付帯施設を備えたホテルを
計画しています。

 マリオット・インターナショナルと提携し、世界の富裕層をおもてなしするホスピタリティの
高いホテルを目指します。



 次に新長崎駅ビルの5～6階にあたるオフィスについてご説明します。

 1フロアのオフィス面積としては、約1,000坪と長崎市内では最大級です。なお、約500坪の
屋上テラスを5階に設ける予定です。

 下層階の商業施設とエレベーターで直結するため、働く、食べる、楽しいを一つの建物で実
現し、緑豊かで心地よい、社内外のコミュニケーションが活性化するオフィスを目指してい
ます。

 こちらもテナントリーシングは想定を上回るペースで順調に進んでいます。



 そして、既存アミュプラザと新長崎駅ビルの間に位置する新かもめ広場についてです。

 地域のみなさまの憩いの場、来訪者のおもてなしの空間で、地域のみなさまと来訪者が交流す
ることで、駅周辺の更なるにぎわいを創出します。



 新長崎駅ビルについてご説明してきましたが、長崎のまちづくりは、これまで当社グループが
他県で行ったまちづくりと同様に、地元企業の皆さま、行政機関と一体となって推進していま
す。

 例えば、長崎の歴史・文化を駅ビルデザインに取り込んだ景観づくりや、かもめ広場の整備に
よる交流と賑わいの拠点づくり、歩行者ネットワークの整備による安全・安心で周辺地域との
連携を図るまちづくりにおいて、長崎市と連携しています。

 また、2022年5月には「長崎駅周辺まちづくり推進協議会」を設立し、地元企業や行政の皆さ
まと長崎駅周辺のにぎわいを市全域に波及させる取り組みを進めています。



 今回の新駅ビルは商業、オフィス、ホテルから構成されますが、我々としては「住みやすい」
まちを提供したいと考えています。

 長崎エリアには、これまで5つの賃貸・分譲マンションを建設してきましたが、今回、長崎駅
に隣接する「浦上駅」に、新たに130戸からなる賃貸マンションを建設しています。

 さらに今後、浦上駅に隣接する土地に「商業複合賃貸マンション」の建設も予定しています。

 中期経営計画でも掲げているとおり、ターミナル駅周辺・沿線においては、豊かさを追求した
複合的な価値を提供していくことが、JR九州グループのまちづくりです。

 新長崎駅ビルと合わせて、長崎エリアにおける「住みたい、働きたい、訪れたい」まちづくり
の要素を益々充実させていきます。



 当社グループが進める長崎エリアのまちづくりについてお話してきましたが、改めて、当社グ
ループが考える長崎のポテンシャルについてお話しします。



 まず、商業についてです。

 九州の主要都市を並べてみると、長崎市は一人当たりのショッピングセンターの店舗面積が他
の都市と比べて小さいことが分かります。

 また、長崎市内には店舗面積30,000㎡を超えるショッピングセンターがありません。長崎に
おいては商業施設の供給において余地があると考えられます。

 そこで、既存アミュプラザと合計して、地域最大規模となる商業施設を開発することとしまし
た。



 さらに、９月に開業した西九州新幹線による移動時間の短縮効果が商圏拡大に資すると考えて
います。

 佐賀県西南部に位置する武雄温泉駅から、長崎駅まで最短23分での移動が可能になりました。
長崎県外から広域での集客を大いに期待しております。



 次に観光についてです。

 長崎はクルーズ船の寄港回数が日本でもトップクラスです。

 また、国籍別の外国人延べ宿泊者数をみると、福岡県に比べ、欧米の方々の入国が多いこと
が分かります。キリシタン文化、ランタンフェスティバルといった長崎独自の文化による、
知名度の高さが競争力の源泉です。

 今後のインバウンド需要回復・向上期において、多くのアジア・欧米の富裕層の取り込みが
期待できると考えており、長崎マリオットホテルには大いに期待しております。



 そしてオフィスについてです。

 長崎駅周辺のオフィスビルの状況を見てみると、徒歩10～15分圏内に集中しているものの、
築年数の経過が顕著です。

 その意味で、今回の当社のオフィスは、長崎駅に直結で交通アクセスが充実し、設備において
はBCP対策、空調等の最新設備を備えることで企業誘致が可能と捉えています。



 さらに、期待できるオフィス需要があります。

 近年、長崎県では半導体関連の工場や企業の研究開発拠点が集積しています。また長崎県内の
大学では企業との共同研究、人材育成が進められています。

 このようなAI産業、半導体関連産業といった新たな分野が基幹産業に転換していくことで、新
たな企業誘致が見込めると期待しています。



 最後になりますが、改めて、現在進めている新長崎駅ビルは、長崎エリアの相当のポテンシャ
ルの中、我々が進めるまちづくりの在り方が具現化できると確信しております。



 実際、9月23日に西九州新幹線が開業してからのおよそ1ヶ月、先に開業していた長崎街道か
もめ市場の1日平均売上は、開業前と比較して約150％に増加しました。

 西九州新幹線 武雄温泉～長崎駅間のご利用のお客さまも2018年と比較して102%と好調で
す。

 この開業効果を来年の新長崎駅ビル開業、2024年初頭のマリオットホテルの開業へと繋げて
いきたいと思います。

 「住みたい、働きたい、訪れたい」長崎のまちづくりに、是非、ご期待ください。


